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　第一期は、2005 年 4 月から 2006 年 8 月までとし、萌芽期と名付ける。
　第二期は、2006 年 9 月から 2007 年 3 月までとし、基盤準備期と名付ける。
　第三期は、2007 年 4 月から 2013 年 11 月現在までとし、発展期と名付ける。
　　第三期は、さらに細かく、以下のように四つに区切る。
　　　（1）2007 年 4 月から 2008 年 3 月まで
　　　（2）2008 年 4 月から 2012 年 3 月まで
　　　（3）2012 年 4 月から 2016 年 3 月まで
　　　（4）2016 年 4 月から 2018 年 3 月まで。
　第四期は、2018 年 4 月から 2020 年 12 月現在までとし、変革期と名付ける。
　以上の四つの時期に分類した理由と表は以下の通りである。




あったことから、第一期を 2005 年 4 月から 2006 年 8 月までに指定し、これを萌芽期と名付けた。







表 1　国際交流インストラクター事業年表　萌芽期：2005 年 4月から 2006 年 8月まで
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2005 4 　 新潟国際情報大学と（財）新潟県国際交流協会との共同プロジェクト開始 　 　
　 5 25 情報文化学科会議にて「広報委員会より提案―「国際交流インストラクター」の試み」佐々木寛先生 新潟国際情報大学 　
　 6 1 イントロダクション：概要説明 新潟国際情報大学 　
　 　 10 ワークショップとは何か―方法の問題：佐々木寛先生 新潟国際情報大学 　
　 　 14 写真の 20 世紀―メディアとしての写真：越智敏夫先生 新潟国際情報大学 　




















2006 5 17 イントロダクション（顔合わせ） 新潟国際情報大学 　
24 講義（概論）：平和問題の構成―ジェノサイドと人権の世紀　佐々木寛先生 新潟国際情報大学 　
　 　 21 JICA 協力による海外青年協力隊隊員の講演（2 名） 新潟国際情報大学 　
　 7 5 新潟大学 NGO 市民講座企画参加 新潟大学 　
　 　 29 国際理解セミナー 朱鷺メッセ 　
　 　 30 AFS「中・高校生のための国際理解セミナー」 万代市民会館 　
　 　 11 2006 年度国際交流インストラクター委嘱状授与式 新潟県国際交流協会 　
　 　 　 朱鷺メッセ世界体験ツアー① 朱鷺メッセ 　
　 　 16 朱鷺メッセ世界体験ツアー② 朱鷺メッセ 　
　 　 22 朱鷺メッセ世界体験ツアー③ 朱鷺メッセ 　
　 　 24 朱鷺メッセ世界体験ツアー④ 朱鷺メッセ 　
　 　 28 朱鷺メッセ世界体験ツアー⑤ 朱鷺メッセ 　
 （2005 年度、2006 年度国際交流インストラクター事業報告書より筆者作成）








表 2　国際交流インストラクター事業年表　基盤準備期：2006 年 9月から 2007 年 3月まで
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2006 9 15 新潟県内の小・中・高校への国際交流インストラクター派遣を開始 　
　 11 1819 中間評価合宿
八海山麓サイクリング
ターミナル
　 　 25 特別研修　学生の視点から考える　～新潟と中国～－テレビ会議システムを利用したオルターナティブメディアの構築－
新潟国際情報大学／
JICA 北京事務所
2007 3 　 評価会議 新潟国際情報大学 　
 （2006 年度国際交流インストラクター事業報告書より筆者作成）








　　（1）2007 年 4 月から 2008 年 3 月まで
　　　 　2007 年度より、敬和学園大学が国際交流インストラクター事業に参画したため。
表 3　国際交流インストラクター事業年表　発展期（1）：2007 年 4月～ 2008 年 3月
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2007 5 11 イントロダクション（顔合わせ） 新潟国際情報大学 　
　 　 23 講演「スペインバルセロナ自治大 ECP 平和教育・人権について」講師：マリア・カナダス氏
新潟国際情報大学
新潟中央キャンパス 　
　 　 25 「ワークショップ・ファシリテーター講座①」、講師：桜井高志氏（桜井・法貴グローバル教育研究所代表） 新潟国際情報大学 　
　 7 2 国際協力論「青年海外協力隊、JICA の活動」講師：鎌田みどり氏（JICA 新潟支部） 新潟国際情報大学 　
　 　 23 国際協力論「顔の見える国際協力について考える」講師：渡邉順美氏（新潟国際ボランティアセンター事務局長） 新潟国際情報大学 　




　 　 21 NUISLIVE　平和学体験講義　ワークショップ実演 新潟県国際交流協会 WS
　 9 16 研修「ワークショップ・ファシリテーター講座②」、講師：桜井高志氏（桜井・法貴グローバル教育研究所） 新潟県国際交流協会 　
　 　 30 （財）新潟県国際交流協会との委託事業の終了 　 　





　 　 17 国際交流インストラクター事業全体会議 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス
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新潟国際情報大学 国際学部 紀要
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2007 10 20







2008 1 29 研修「学校教育における国際理解教育」講師：釜田聡先生（上越教育大学学校教育総合研究センター准教授） 新潟国際情報大学 　
　 　 302.1 合宿研修　松本ますみ先生（敬和大学人文学部教授）による講評 新潟県阿賀町
　 3 5 国際交流インストラクター事業評価小委員会 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス
　 　 13 国際交流インストラクター事業評価大委員会 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス
 （2007 年度国際交流インストラクター事業報告書より筆者作成）
　　（2）2008 年 4 月から 2012 年 3 月まで
　　　 　2008 年度より、県立新潟女子短期大学（現新潟県立大学）が国際交流インストラクター
事業に参画したため。
表 4　国際交流インストラクター事業年表　発展期（2）：2008 年 4月～ 2012 年 3月
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2008 4 14 「国際交流インストラクター演習 1」開講 新潟国際情報大学 　
　 5 6 DAWN 講演会 新潟市立黒埼南小学校 　
　 　 　 DAWN 劇団「あけぼの」こどもミュージカル新潟講演 クロスパル新潟 　
7 研修「日本社会と JFC（Japanese Filipino Children）」講師：小ヶ谷千穂先生（横浜国立大学准教授） 新潟国際情報大学
　 　 11 G8 労働大臣会合記念講演会「児童労働って何だろう？」（主催：新潟国際ボランティアセンター G8 プロジェクト実行委員会） 新潟県教職員組合会館 　













　 6 16 研修「ファシリテーター養成講座①」講師：桜井高志氏（桜井・法貴グローバル教育研究所） 敬和学園大学 　
　 　 18 2008 年度国際交流インストラクター事業全体会議 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス 　
　 　 21 ロシア語スピーチコンテスト（主催：（財）新潟県国際交流協会）でのワークショップ実演 クロスパルにいがた 　
　 　 25 講演　Eliazar T. Rose 氏（New Hope 代表）（協力：教育と環境の爽企画室） 新潟国際情報大学 　
　 　 30 平山征夫学長による講演 新潟国際情報大学
　 7 14 研修「ファシリテーターのための児童労働ワークショップ講座」講師：白木朋子氏（特定非営利活動法人 ACE 事務局長） 新潟国際情報大学 　
　 　 20 オープンキャンパスでのワークショップ実演 新潟国際情報大学 WS
　 　 30 「国際交流インストラクター演習 1」試験 新潟国際情報大学 　
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新潟国際情報大学 国際学部 紀要
















































　 12 1 研修「教室内の異文化をどう理解するか」講師：真保美奈子氏（新潟市小中学校派遣員） 新潟国際情報大学 　










　 3 4 国際交流インストラクター事業評価小委員会 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス
　 　 13 国際交流インストラクター事業評価大委員会 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス
　 4 17 「国際交流インストラクター演習 2」開講 新潟国際情報大学 　
　 　 24 研修「グローバル化の波に翻弄されるカンボジア社会」講師：島村昌浩氏（日本国際ボランティアセンター） 新潟国際情報大学 　
　 5 1 「アフガニスタン、イラク、パレスチナにおける戦争の現実と私たち」講師：谷山博史氏（日本国際ボランティアセンター代表理事） 新潟国際情報大学 　














　 8 9 オープンキャンパスでのワークショップ実演 新潟国際情報大学 WS
　 　 10 2009 年度国際交流インストラクター委嘱状授与式研究講演：鈴木諭氏（青年海外協力協会） 新潟国際情報大学
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新潟国際情報大学 国際学部 紀要


































　 6 11 研修：派遣先校担当教員（小中高）によるマナー講座講師：井口昭夫氏、澤谷めぐみ氏、高橋氏 新潟国際情報大学 　
　 7 2 研修「コミュニケーションのための発声法」講師：戸中井三太氏（劇団カタコンベ） 新潟国際情報大学 　
　 　 30 「国際交流インストラクター演習１」試験 新潟国際情報大学 　
　 8 8 オープンキャンパスでのワークショップ実演（食チーム） 新潟国際情報大学 　
　 　 9 2010 年度国際交流インストラクター委嘱状授与式三大学合同研修（レアメタルチーム）
新潟国際情報大学
新潟中央キャンパス






　 　 10 研修：異文化理解「世界の食と性差」講師：河合利光氏（園田学園女子大学教授） 新潟国際情報大学 　
　 　 15 新潟県立大学学内反省会 新潟県立大学 　
　 　 17 研修：世界の現実「戦争・紛争下における子ども―少年兵―」講師：下村靖樹氏（フリージャーナリスト） 新潟国際情報大学 　
　 　 24 研修：環境「生物多様性と里山の保全」講師：箕口秀夫先生（新潟大学農学部教授） 新潟国際情報大学 　
2011 1 28 特別研修（前期ふりかえりと反省） 新潟国際情報大学 　
　 3 7 2010 年度国際交流インストラクター事業評価会議 新潟国際情報大学新潟中央キャンパス 　
4 2011 年度「国際交流インストラクター演習 2」開講 新潟国際情報大学








　 6 10 派遣先小学校教員による講座 新潟国際情報大学 　
　 　 24 講座：ワークショップ「コミュニケーションと発声法」講師：戸中井三太氏（劇団カタコンベ） 新潟国際情報大学 　
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新潟国際情報大学 国際学部 紀要






「Not just a building（英語ワークショップ）」（新潟県立大学）
新潟国際情報大学 　
9 2011 年度「ワークショップ実践論 2」開講 新潟国際情報大学
　 10 7 講義「ワークショップとは何か」（ワークショップ実践論 2）神長英輔先生 新潟国際情報大学 　











　 　 18 講座「まちづくりワークショップ」講師：相楽治氏（地域中小企業ネットワークアドバイザー） 新潟国際情報大学 　
　 12 10 2011 年度国際交流インストラクター冬季研修会 ホテルざぶーん 　
2012 1 6 講座「トランセンド・ワークショップ」（紛争転換ワークショップ）講師：奥本京子先生（大阪女学院大学教授） 新潟国際情報大学 　
　 　 2 瑞波祭　ワークショップ「貿易ゲーム」対象：上越教育大学大学院生、留学生 新潟国際情報大学 WS
 （2008 ～ 2011 年度国際交流インストラクター事業報告書より筆者作成）
　　（3）2012 年 4 月から 2016 年 3 月まで
　　 　　2012 年度より、上越教育大学が国際交流インストラクター事業に参画したため。
表 5　国際交流インストラクター事業年表　発展期（3）：2012 年 4月～ 2016 年 3月
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2012 4 5 2012 年度「国際交流インストラクター演習 1」開講 新潟国際情報大学 　
　 5 26 四大学合同セミナー講座「ファシリテーター養成講座」
新潟国際情報大学
新潟中央キャンパス 　
　 7 4 「国際理解教育セミナー」ワークショップ 新潟市自治会館 　
















　 　 25 講演「まちづくりワークショップ」講師：林炳大氏（林行政法務事務所） 新潟国際情報大学　 　
　 8 講演ワークショップ「非暴力トレーニング」講師：江口昌樹先生（敬和学園大学講師） 新潟国際情報大学 　
　 　 22 講演「コミュニケーション・ワークショップ」講師：戸中井三太氏（劇団カタコンベ） 新潟国際情報大学 　
　 12 18 JICA ボランティアセミナー 新潟国際情報大学 　
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新潟国際情報大学 国際学部 紀要
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2012 12 20 講演「教育ファシリテーション」講師：小見まいこ氏（みらいず works 代表） 新潟国際情報大学 　
　 　 22 国際交流インストラクター冬季研修会・合宿 　 　
2013 3 26 2012 年度国際交流インストラクター事業評価会議 新潟国際情報大学 　
　 4 4 2013 年度『国際交流インストラクター演習 2』開講 新潟国際情報大学 　
　 　 25 講座「ファシリテーション講座」講師：小見まいこ氏、本間莉恵氏（みらいず works） 新潟国際情報大学 　








　 　 28 JICA ボランティアセミナー 新潟国際情報大学 　
　 8 3 2013 年度国際交流インストラクター委任状授与式各大学ワークショップ披露会 　 　
　 　 26 2013 年度「ワークショップ実践論 2」開講 新潟国際情報大学 　
10 24 講座「コミュニケーションの原則」講師：小松弘美氏（コーチエンタープライズ） 新潟国際情報大学 　
11 21 講座「コミュニケーション・ワークショップ」講師：戸中井三太氏（劇団カタコンベ） 新潟国際情報大学
12 19 講座「多文化共生ワークショップ」講師：横山由美子氏（公益財団法人日本 YWCA 副会長） 新潟国際情報大学
2014 1 9 講座「国際協力の現場から～アフガニスタンを事例に」講師：長谷部高俊氏（JVC 東京事務所事務局長） 新潟国際情報大学
4 2014 年度『国際交流インストラクター演習 1』開講 新潟国際情報大学
5 31 講座「ファシリテーション講座」講師：中野民夫氏（同志社大学教授） 新潟国際情報大学












11 27 講座「時代の贈り物」講師：池住義憲氏（立教大学特任教授） 新潟国際情報大学
12 4 講座「Noism からだワークショップ」講師：山田勇気氏（Noism ダンサー） 新潟国際情報大学






7 2 講座「“現場”から考えるということ～イラクの事例から」講師：池田未樹氏（JVC イラク担当） 新潟国際情報大学
8 23 2015 年度国際交流インストラクター委嘱状授与式 朱鷺メッセ
9 2015 年度「ワークショップ実践論 2」開講 新潟国際情報大学











 （2012 ～ 2015 年度国際交流インストラクター事業報告書より筆者作成）
　　（4）2016 年 4 月から 2018 年 3 月まで
　　　　2018 年度より、新潟大学が国際交流インストラクター事業に参画したため。
表 6　国際交流インストラクター事業年表　発展期（4）：2016 年 4月～ 2018 年 3月
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考







　 6 2 講座「アフリカの紛争地で見た人間の闇と光」講師：下村靖樹氏（フリージャーナリスト） 新潟国際情報大学 　
　 　 30 講演「SDGs と開発教育」講師：田中治彦氏（上智大学教授） 新潟国際情報大学 　
8 20 2016 年度国際交流インストラクター委嘱状授与式 朱鷺メッセ
　 9 2016 年度「ワークショップ実践論 1」開講 新潟国際情報大学 　
　 10 20 講座「あるものさがしワークショップ」講師：池田博俊氏（新潟青陵大学地域貢献センター） 新潟国際情報大学 　
12 22 講座「KAOSPILOT に学ぶ、創造性を引き出すワークショップとは？」講師：大本綾氏（株式会社レア共同代表） 新潟国際情報大学
2017 4 13 2017 年度「国際交流インストラクター演習 2」開講 新潟国際情報大学 　








6 15 講座「ファシリテーター養成講座」講師：石川一喜氏（拓殖大学准教授） 新潟国際情報大学
8 19 2017 年度国際交流インストラクター委嘱状授与式 朱鷺メッセ
9 21 2017 年度「ワークショップ実践論 2」開講 新潟国際情報大学







2018 1 11 講座「NPW の学校　ヌメ皮のパッチワーク」講師：古本浩氏（NPW ワークショップ講師） 新潟国際情報大学
 （2016、2017 年度国際交流インストラクター事業報告書より筆者作成）














　以上のことから、第四期を 2018 年 4 月から 2020 年 12 月現在までに指定し、これを変革期と
名付けた。
表 7　国際交流ファシリテーター事業年表　変革期：2018 年 4月～ 2020 年 12月現在
西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2018 4 1 「国際交流インストラクター」から「国際交流ファシリテーター」へ名称変更








7 5 講座「NGO が見た紛争のリアリティと平和のイニシアティブ」講師：谷山博史氏（日本国際ボランティアセンター代表理事） 新潟国際情報大学
8 19 2018 年度国際交流ファシリテーター委嘱状授与式 新潟国際情報大学中央キャンパス
9 27 2018 年度「ワークショップ実践論 1」開講 新潟国際情報大学
11 15 講座「コミュニケーションとアート」講師：黒瀬陽平（ゲンロン　カオス＊ラウンジ新技術校主任講師） 新潟国際情報大学
29 講座「Noism からだワークショップ」講師：山田勇気氏（Noism ダンサー） 新潟国際情報大学
12 6 講座「創り出すファシリテーション」講師：田村洋一氏・森山千賀子氏（メタノイア・リミテッド） 新潟国際情報大学
2019 4 11 2019 年度「国際交流ファシリテーター 2」開講 新潟国際情報大学
12 新たに「ファシリテーション概論」を開講 新潟国際情報大学

















9 26 2019 年度「ファシリテーション実践論 2」開講 新潟国際情報大学
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西暦 月 日 主 な で き ご と 会場等 備考
2019 10 17 講座「the Biginning」講師：出野紀子氏（株式会社 studio-L コミュニティデザイナー） 新潟国際情報大学
11 7 講座「発声トレーニング」講師：戸中井三太氏（i-MEDIA 国際映像メディア専門学校非常勤講師）新潟国際情報大学
12 12 講座「壁画ワークショップ」講師：新津厚子氏（群馬大学非常勤講師） 新潟国際情報大学
26 講座「すごい会議の方法」講師：大橋禅太郎氏（すごい会議代表） 新潟国際情報大学
2020 4 新型コロナウイルス感染症の影響により、2020 年度「国際交流ファシリテーター 1」開講を 9 月に変更 新潟国際情報大学
9 24 2020 年度「国際交流ファシリテーター 1」開講 新潟国際情報大学
25 2020 年度「ファシリテーション概論」開講 新潟国際情報大学
10 8 講座「オンラインワークショップ」講師：青木将幸氏（青木将幸ファシリテーター事務所代表） オンライン




















　本事業は 2007 年から、教員だけでなく推進員が加わり充実した体制を整えた。2007 年から
2009 年まで新津厚子氏、2010 年を野澤紘子氏、2011 年から 2015 年 5 月まで河田陽介氏、そし
て 2015 年 6 月から現在まで宮本裕美、中原澪佳、羽田幸恵の体制となっている。推進委員はい
ずれも本学の卒業生であるだけでなく、本事業の経験者で占められている。
 
図 1 年度別ファシリテーター数2 
 
 図 1 は 2020 年度 11 月までに「国際交流ファシリテーター」として新潟県国際交流協会
から認定を受けた延べ人数である。2005 年は本学学生のみの 15 名で始まったが、2007
年からは敬和学園大学が、翌年の 2008 年には県立新潟女子短期大学（2009 年より新潟県
立大学）が参加し 3 大学の合同事業となり規模を大きくした。さらに、2012 年・2015 年
には上越教育大学が、2018 年からは新潟大学が加わり、新潟県内の 5 大学の学生を養成す
る事業となった。 
 
表 8 年度別派遣校数とワークショップ数 
 派遣校数 ワークショップ数3 参加大学、事業関連事項
2005 年 （ 平 成 17
年） 
0 校、1 団体4 5 回 
2006 年 （ 平 成 18
年） 
10 校 20 回 
2007 年 （ 平 成 19
年） 
29 校 32 回 敬和学園大学、 
本事業が「現代 GP5」に
採択される 
2008 年 （ 平 成 20
年） 
24 校 33 回 県立短期大学 
                                                      
2 全大学のファシリテーター数を示す。 

































　図 1 は 2020 年度 11 月までに「国際交流ファシリテーター」として新潟県国際交流協会から認
定を受けた延べ人数である。2005 年は本学学生のみの 15 名で始まったが、2007 年からは敬和学
園大学が、翌年の 2008 年には県立新潟女子短期大学（2009 年より新潟県立大学）が参加し 3 大






派遣校数 ワークショップ数 3 参加大学、事業関連事項
2005 年（平成 17 年） 0 校、1 団体 4 5 回
2006 年（平成 18 年） 10 校 20 回
2007 年（平成 19 年） 29 校 32 回 敬和学園大学、
本事業が「現代 GP 5」に採
択される
2008 年（平成 20 年） 24 校 33 回 県立短期大学
2009 年（平成 21 年） 23 校、2 団体 6 24 回 （新潟県立大学に改名）
2010 年（平成 22 年） 25 校、2 団体 33 回
2011 年（平成 23 年） 26 校、1 団体 50 回
2012 年（平成 24 年） 22 校、2 団体 49 回 上越教育大学
2013 年（平成 25 年） 24 校、2 団体 57 回
2014 年（平成 26 年） 32 校 68 回 上越教育大学、休止
2015 年（平成 27 年） 33 校 69 回 上越教育大学、再開
2016 年（平成 28 年） 28 校 60 回 新潟大学
2017 年（平成 29 年） 32 校 68 回
2018 年（平成 30 年） 31 校 88 回
2019 年（令和元年） 33 校、1 団体 74 回
2020 年（令和 2 年） 2021 年 2 月に実施するため未確定 7
 （2005 年度から 2019 年度国際交流ファシリテーター事業報告書より筆者作成）
2009 年 （ 平 成 21
年） 
23 校、2 団体6 24 回 （新潟県立大学に改名）
2010 年 （ 平 成 22
年） 
25 校、2 団体 33 回 
2011 年 （ 平 成 23
年） 
26 校、1 団体 50 回 
2012 年 （ 平 成 24
年） 
22 校、2 団体 49 回 上越教育大学 
2013 年 （ 平 成 25
年） 
24 校、2 団体 57 回 
2014 年 （ 平 成 26
年） 
32 校 68 回 上越教育大学、休止 
2015 年 （ 平 成 27
年） 
33 校 69 回 上越教育大学、再開 
2016 年 （ 平 成 28
年） 
28 校 60 回 新潟大学 
2017 年 （ 平 成 29
年） 
32 校 68 回 
2018 （ 平 成 30
年） 
31 校 88 回 
2019 年（令和元年） 33 校、1 団体 74 回 
2020 年（令和 2 年） 2021 年 2 月に実施するため未確定7 
（2005 年度から 2019 年度国際交流ファシリテーター事業報告書より筆者作成） 
 
図 2 派遣校リピート回数上位校 
                                                      
6 派遣先として学校ではなく、地域主催のイベントで児童・生徒を対象にワークショップ
を行ったことを示す。 











 （2005 年度から 2019 年度国際交流事業報告書より筆者作成）
3 　2005 年から 2009 年までは本学のワークショップ数のみを掲載。以降は、他大学のワークショップ数
も含む。
4 　新潟県立万代島美術館において一般参加者を対象に国際理解ワークショップを実施した。









表したものである。2020 年を除いた過去 15 年間の中で最多の派遣受け入れ数は、新潟県立新潟
翠江高等学校の 13 回、新潟市立赤塚小学校の 9 回、新潟県立五泉高等学校、新潟県立新潟商業
高等学校の 7 回となっている（図 2 を参照）。また、これら以外の派遣受け入れ校の中には、複
数回ワークショップを実施している学校もある 8。この間、参加者数は記録の残る 2006 年度から



















































10 　詳しくは堀公俊『ファシリテーション入門』日本経済新聞出版社、2018 年、42 頁 -44 頁を参照のこと。
11 　パウロ・フレイレ『被抑圧者の教育学』（小沢有作他訳）亜紀書房、1979 年、69 頁。







































14 　中野民生『ファシリテーション革命』岩波書店、2003 年、4 頁。
15 　Paulo Freire and Donaldo Macedo “A Dialogue: Culture, Language and Race” Havard 





















17 　パウロ・フレイレ『希望の教育学』（里見実訳）太郎次郎社、2001 年、111 頁。






　8 年ほど前に C.B.Frey and M.A. Osbrone によって衝撃的な論文が発表された 19。AI の発展に
























19 　C.B.Frey and M.A. Osbrone,“The Future of Employment:How Susceptible are jobs to 
Computerrisatin?” Technological Forecasting and Social Change,（114）, 2013, P.254-280.
20 　新井紀子 ,『AI vs. 教科書が読めない子どもたち』東洋経済新報社, 2018 年, 279_80 頁.
21 　Henry David Thoreau,“Walden; or, Life in the Woods.”Ticknor and Fields, 1854.（Ｄ・ヘンリー・


























意味を考えること」24 の重要性は AI の以前においても工業社会や情報社会アンチテーゼとして
意味を持ってきた。そのため 20 世紀からワークショップの実践がすでに行われていた 25。新潟
市においては 1995 年に新潟県内で参加型のまちづくりに携わる行政、民間の関係者が集まり、「新
潟県地域づくり委員会（通称：やぶへびの会）」が発足 26 している。また日本型ファシリテーショ
ンを目指す中小企業中堅社員実修所「点塾」が 1984 年に新潟市長潟に開設されている 27。
22 　広石英記,「ワークショップの学び論 : 社会構成主義からみた参加型学習の持つ意義」教育方法学研
究 31（0）, 2006 年, 4 頁.
23 　同上, 5 頁
24 　新井紀子,『AI vs. 教科書が読めない子どもたち』東洋経済新報社, 2018 年, 279 頁.
25 　苅宿俊文,［情報教育とワークショップ：1．ワークショップの成り立ちとワークショップの学び］,『情
報処理』 58（10）, 2017 年, 884-887.
26 　まちづくり学校,「理念・成り立ち・体制」『まちづくり学校』（取得日 2020 年 12 月 31 日 https://
machikou.com/）.































　そこで 2019 年度からは、指定する 13 の講義科目のなかから少なくとも 1 科目履修することを
国際交流ファシリテーターになるための要件に加えた。これをきっかけに、今後はワークショッ
プづくりにつながる問題意識を普段の講義科目を通じて醸成し、講義科目の学習意欲も高まるこ
とを期待したい。
　２つめの課題は、ワークショップで扱う問題に対するこだわりや、ワークショップの内容に「本
物感」や「独自性」が弱い点である。スマートフォン 1 つで世界中の情報が瞬時に得られる現在、
ワークショップのテーマを簡単にまとめたウェブサイトや、ワークショップで用いる動画や写真、
データなども容易に入手できるようになった。しかし、それらはいわば借り物に過ぎず、自分た
ちで本当に「見つけた」ものではない。
　この点を改善するため、フィールドワークを積極的に行うことが求められる。本学の派遣留学
や海外実習で海外へ行く学生は、それが絶好の機会となる。また、グローバル化する現代世界の
問題はまさに身近な地域に存在しているのであり、海外へ行く機会のない学生も学外でのフィー
ルドワークを通じて、オリジナリティのある生きた情報を得ることは可能であろう。これらの経
験を通じて、ワークショップで扱う問題を「自分ごと化」することができるのではないだろうか。
　３つめの課題は、国際交流ファシリテーターの派遣を本学に依頼してくる小・中・高等学校側
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のニーズの把握が必ずしも十分でない点である。これまで本事業が注力してきたのは、ワーク
ショップの内容を児童・生徒の年齢に応じたものにしたり、ワークショップで扱うテーマに関す
る学習経験の有無を確認したりすることなどであった。つまり、国際交流ファシリテーターがワー
クショップを行う 1 回の授業ですべてを完結させようとしてきたのであり、そのワークショップ
が小・中・高等学校側の年間指導計画のなかでどのような位置づけになるのかという点までは考
慮できていなかった。
　そこで 2020 年度には、本事業の推進員が中心となって小・中・高等学校の学習指導要領を細
部まで読み込み、各教科や各学年の目標に応じた内容のワークショップを提供するための準備に
着手した。また、2020 年度から本格的な実施を迎えた新学習指導要領において「持続可能な社
会の創り手の育成」が明記されたことも踏まえ、ワークショップのテーマが持続可能な開発目標
（SDGs）のどの目標やターゲットに関連しているのかを意識しながらワークショップづくりを進
めている。
　以上のように、15 年が経過した本事業は課題を抱えつつも着実に前進を続けているといえよ
う。
　今後は、本節の冒頭に示した本事業の目的を達成するだけでなく、学生たちがワークショップ
以外の場でもファシリテーションを積極的に活用できるようになることを目指す必要がある。現
状では、ワークショップ中のファシリテーションはうまくできても、チーム内の人間関係のファ
シリテーションや、ワークショップをつくるための会議のファシリテーションがうまくできない
という学生も少なくない。
　社会の複雑化と価値観の多様化にともない、ファシリテーション能力はワークショップに限ら
ず日常のさまざまな場で必要とされるようになってきている。ひとりでも多くの学生が、人間関
係や組織、地域、そして社会を良い方向へ変革するための手段としてファシリテーションを活用
できるようになることが期待される。
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